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名
　
古
　
屋
　
と
　
通
　
信
　
使

―
尾
張
藩
の
応
接
体
制
を
中
心
に
―

筧
　

真

理

子

は
じ
め
に

　

朝
鮮
通
信
使
と
名
古
屋
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
東
照
宮
の
祭
礼

・
蓬
左
文
庫
の
朝
鮮
本
・
松
平
君
山
ら
と
使
節
の
詩
文
贈
答
な
ど
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
東
海
地
方
朝
鮮
通
信
使
研
究
会
の
活
動
に
よ

り
、
埋
も
れ
て
い
た
資
料
の
発
見
も
進
ん
で
き
た
。
ま
た
、
正
徳
度

に
美
濃
路
の
昼
食
場
所
が
墨
俣
宿（
岐
阜
県
大
垣
市
）か
ら
起
宿（
愛

知
県
一
宮
市
）
に
変
っ
て
か
ら
は
、尾
張
藩
は
陸
路
に
お
い
て
唯
一
、

三
ヵ
所
の
饗
応
場
所
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
起
宿
に
つ
い

て
は
地
元
に
残
さ
れ
た
記
録
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
応
接
の
よ
う

す
を
か
な
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

名
古
屋
を
含
む
東
海
地
方
と
通
信
使
に
つ
い
て
は
、
貫
井
正
之
氏

・
毛
井
正
勝
氏
・
小
出
裕
氏
「
江
戸
時
代
、
朝
鮮
通
信
使
の
基
礎
的

研
究　

―
特
に
東
海
地
方
（
岐
阜
県
・
愛
知
県
・
静
岡
県
）
を
中
心

に
し
て
―（

１
）」
が
、
尾
張
藩
史
料
を
含
め
て
残
さ
れ
た
史
料
を
包
括
し

て
い
る
。
貫
井
正
之
氏
の
「
通
信
使
、
尾
張
を
ゆ
く（

２
）」
は
、
新
た
に

見
出
さ
れ
た
興
正
寺
八
事
文
庫
所
蔵
絵
巻
「
韓
使
来
聘
図
」
と
の
関

わ
り
か
ら
、
宝
暦
度
の
名
古
屋
周
辺
で
の
接
待
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
辛
基
秀
「
尾
張
名
古
屋
・
朝
日
文
左
衛
門
重
章
の
日
記
に
書

か
れ
た
朝
鮮
通
信
使（

３
）」
は
尾
張
藩
士
の
朝
日
文
左
衛
門
が
残
し
た
日

記
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
を
も
と
に
、
名
古
屋
に
お
け
る
正
徳
度
の
通
信

使
の
よ
う
す
を
し
る
す
。
山
田
遥
氏
「
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
往

来
と
名
古
屋（

４
）」
は
、
市
町
村
史
や
先
行
研
究
な
ど
を
活
用
し
て
通
信

使
そ
の
も
の
に
つ
い
て
と
名
古
屋
の
遺
物
・
遺
産
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

し
か
し
尾
張
徳
川
家
に
は
、
江
戸
で
の
儀
礼
を
中
心
と
し
た
史
料

は
あ
る
も
の
の
、
名
古
屋
城
下
に
お
け
る
通
信
使
饗
応
を
ま
と
め
た

記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
名
古
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屋
に
お
け
る
応
接
体
制
に
つ
い
て
は
点
描
的
に
し
る
さ
れ
る
の
み

で
、
ま
と
ま
っ
た
論
考
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
従

来
知
ら
れ
て
い
る
『
名
古
屋
叢
書
』
所
収
史
料
に
加
え
て
、
徳
川
林

政
史
研
究
所
所
蔵
の
石
河
家
文
書
な
ど
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
史
料
を
も
と
に
、
名
古
屋
に
お
け
る
尾
張
藩
の
応
接
の
よ
う

す
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

宿
泊
場
所
、
人
馬
溜
ま
り
場
な
ど
の
配
置

　

慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
閏
四
月
、
使
節
の
尾
張
に
お
け
る
宿

泊
は
清
洲
で
あ
っ
た
。
し
か
し
徳
川
家
康
四
男
で
清
洲
城
主
で
あ
っ

た
松
平
忠
吉
は
同
年
三
月
に
す
で
に
没
し
て
お
り
、
接
待
を
担
当
し

た
の
は
家
老
で
犬
山
城
主
で
も
あ
っ
た
小
笠
原
和
泉
守
吉
次
で
あ

る（
５
）。
同
じ
年
に
家
康
九
男
の
義
直
が
新
た
に
尾
張
に
封
じ
ら
れ
、
名

古
屋
城
が
築
か
れ
て
清
洲
に
い
た
家
臣
・
町
人
・
寺
社
は
名
古
屋
へ

引
越
し
、
城
下
町
が
形
成
さ
れ
た
。
但
し
、
慶
長
一
二
年
の
次
に
あ

た
る
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
の
使
節
来
日
に
は
、
義
直
は
伏
見
で

饗
応
に
列
し
て
い
る
が
、
使
節
は
名
古
屋
に
は
来
て
い
な
い
。
名
古

屋
城
下
町
が
通
信
使
を
迎
え
た
の
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
度

か
ら
宝
暦
度
ま
で
九
回
、
往
復
を
数
え
る
と
一
八
回
と
な
る
。
ほ
と

ん
ど
が
一
泊
で
あ
る
が
、
寛
永
一
三
年
度
の
往
路
と
明
暦
度
の
復
路

は
使
節
の
疲
労
回
復
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
二
泊
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
寛
永
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
大
光
院
に
泊
ま
り
、
藤
田

民
部
（
尾
張
藩
の
国
奉
行
。
国
奉
行
と
は
寺
社
領
と
町
方
を
除
く
、

村
方
の
民
政
を
担
当
す
る
枢
要
職
）
が
担
当
奉
行
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
で
あ
る（

６
）。
寛
永
一
三
年
度
は
大
光
寺
泊
、

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
ら
が
接
待
を
主
管
し
た（

７
）。
竹
腰
・
成
瀬
は
い

ず
れ
も
三
万
石
の
知
行
地
を
持
ち
、
尾
張
藩
家
臣
筆
頭
の
付
家
老
で

あ
る
。
尾
張
藩
側
の
記
録
に
は
、「
朝
鮮
使
者
名
古
屋
滞
留
、
一
日

竹
腰
正
信
・
間
宮
正
照
（
権
太
夫
）、
大
光
院
・
性
高
院
見
廻
り（

８
）」

と
し
る
さ
れ
て
お
り
、
年
寄
（
家
老
）
二
名
が
両
院
を
見
回
っ
た
と

す
る
が
、
こ
れ
は
滞
在
が
二
日
に
わ
た
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
同
二

〇
年
度
も
大
光
寺
泊
、
代
官
甲
斐
守
が
接
待
し
た
と
す
る（

９
）。
甲
斐
守

は
尾
張
藩
同
心
頭
を
勤
め
て
い
た
志
水
甲
斐
で
あ
る
。
以
上
に
み
え

る
宿
所
の
大
光
院
・
大
光
寺
は
お
そ
ら
く
同
一
で
、
大
光
院
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
と
き
に
は
、
乗
鞍
馬
は
戸
田
忠
兵
衛
、
鞍

皆
具
は
湯
本
三
左
衛
門
（
と
も
に
鉄
砲
頭
か
）
へ
引
き
渡
す
こ
と
を

間
宮
権
太
夫
（
年
寄
）・
高
木
修
理
（
城
代
）・
久
野
七
郎
右
衛
門
（
城

代
）
が
竹
腰
正
信
に
通
知
し
て
お
り
、
尾
張
藩
に
課
さ
れ
た
乗
馬
・

鞍
皆
具
が
藩
士
に
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
の
取
り
ま
と
め
担
当
者
が
定

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。

　

明
暦
度
に
は
、
藩
に
課
さ
れ
た
鞍
置
馬
・
鞍
皆
具
を
成
瀬
以
下
の

家
臣
に
割
り
当
て
た
リ
ス
ト
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
長
野
数
馬
・
横
井

伊
折
・
沢
井
三
左
衛
門
・
兼
松
源
兵
衛
・
瀧
川
権
十
郎
の
五
名
は
御
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馳
走
役
を
勤
め
る
と
い
う
理
由
で
軽
減
さ

れ
た（

（（
（

。
こ
の
御
馳
走
役
は
、
の
ち
の
記
録

に
あ
る
御
馳
走
人
、
つ
ま
り
宿
所
と
な
る

寺
院
の
接
待
責
任
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
以
前
に
は
使
節
の
宿
所
と
し
て
一
、

二
ヵ
寺
が
判
明
す
る
だ
け
だ
が
、
総
人
員

は
慶
長
度
か
ら
宝
暦
度
ま
で
大
き
く
変
わ

る
わ
け
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
天

和
度
以
降
は
四
～
六
ヵ
寺
に
分
宿
し
て
お

り
、
明
暦
度
の
御
馳
走
役
五
名
も
使
節
の

宿
泊
寺
院
の
数
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
正
使
の
宿
所
は
性
高
院
で
、
成

瀬
正
虎
が
支
待
し
た（

（（
（

が
、
成
瀬
は
御
馳
走

人
で
は
な
く
総
責
任
者
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
と
き
は
、「
枇
杷
島
口
よ
り
熱
田
ま

で
町
屋
普
請
を
し
、
西
は
榎
町
よ
り
南
は

大
久
保
見
迄
白
壁
に
な
る
。
枇
杷
島
二
ヶ

所
の
橋
、
新
敷
か
け
替
り（

（（
（

」
と
、
通
行
ル

ー
ト
を
整
備
し
た
記
録
が
あ
る
。

　

天
和
度
以
降
は
、通
信
使
一
行
の
宿
所
、

尾
張
藩
側
の
担
当
者
な
ど
が
わ
か
る
。
天

和
度
以
降
の
宿
所
は
【
表
１
】
の
と
お
り

札の辻五条橋

浄久寺

総見寺

中橋

伝馬橋

日置橋 （
願
証
寺
）

光明寺 1

2 3
4

5

6
7
8 910
11

12

性高院

七ツ寺

1　伝光院
2　若宮八幡
3　白林寺
4　政秀寺
5　善篤寺
6　養林寺

7　誓願寺
8　西光院
9　阿弥陀寺
10　極楽寺
11　大光院
12　清寿院

堀
川

『尾張藩社会の総合研究』（岸野俊彦氏編、清文堂、2001年）口絵に加筆
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で
あ
る
。
名
古
屋
城
下
町
は
、
逆
三
角
形
の
熱
田
台
地
上
に
計
画

的
に
建
設
さ
れ
、
そ
の
プ
ラ
ン
に
は
家
康
の
意
思
が
強
く
働
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
名
古
屋
城
三
の
丸
の
南
に
は
規
則
的
な
区

割
り
を
な
さ
れ
た
町
人
地
（
碁
盤
割
）
が
広
く
設
け
ら
れ
、
そ
の

東
と
南
を
中
心
に
武
家
地
、
そ
の
外
側
に
寺
院
が
宗
派
ご
と
に
ま

と
め
て
配
置
さ
れ
た
。
使
節
一
行
の
宿
泊
寺
院
は
、
そ
の
う
ち
南

寺
町
と
呼
ば
れ
る
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。
同
町
は
名
古
屋
と
熱

田
宿
を
結
ぶ
ル
ー
ト
上
に
当
た
り
、
名
古
屋
城
下
の
縦
筋
の
中
心

路
で
あ
る
本
町
通
続
き
の
南
端
部
に
位
置
し
、
禅
宗
・
真
言
宗
・

浄
土
宗
の
大
寺
院
や
東
西
本
願
寺
掛
所
な
ど
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

性
高
院
は
寛
永
一
三
年
度
に
客
館
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
、
明
暦
度
以
降
に
は
三
使
・
上
々
官
ら
の
宿
泊
所
と
な
っ

た
。
寺
域
は
約
六
〇
〇
〇
坪
と
広
大
で
、
一
行
院
・
称
名
院
は
そ

の
塔
頭
で
あ
っ
た
。
宗
氏
の
宿
所
と
な
っ
た
総
見
寺
は
そ
の
南
隣

に
位
置
し
、
約
九
四
〇
〇
坪
。
樅
ノ
木
横
町
を
は
さ
ん
で
そ
の
南

に
善
篤
寺
が
あ
る
。【
表
１
】
に
あ
げ
る
寺
院
の
う
ち
、
以
上
が

本
町
通
か
ら
熱
田
へ
通
じ
る
街
道
の
東
側
に
あ
っ
た
。

　

西
側
に
は
、
随
行
の
以
酊
庵
輪
番
僧
両
名
の
宿
所
で
あ
っ
た
光

明
寺
・
養
林
寺
、
延
享
度
に
通
詞
下
知
役
宿
所
と
な
っ
た
誓
願
寺
、

同
じ
と
き
に
通
詞
宿
所
と
な
っ
た
西
光
院
、
以
上
は
同
じ
ブ
ロ
ッ

ク
に
あ
る
。
そ
の
南
に
阿
弥
陀
寺
が
あ
る
が
、
延
享
度
に
そ
の
名

が
な
い
の
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
焼
失
し
た
た
め
で
、
宝

表１
天和度 正徳度 享保度 延享度 宝暦度

三使・上々官・上判事・学
士・医官・上官・小童 性高院 性高院 性高院

性高院 性高院

次　　官 一行院 一行院
中　　官 性高院（30名） 称名院

大光院 大光院 大光院
大光院（109名） 大光院

下　　官 性高院（40名） 一行寺
極楽寺 善篤寺 善篤寺極楽寺（65名） 阿弥陀寺

阿弥陀寺（65名） 極楽寺
通詞下知役 誓願寺 不明

通　　詞 上記４ヵ寺 一行寺・称名
院・大光院 阿弥陀寺 西光院 不明

両長老 光明寺 光明寺 光明寺 光明寺
不明

養林寺 養林寺 養林寺 養林寺
荷　　物 善篤寺 善篤寺 善篤寺 極楽寺 不明
宗　　氏 総見寺 総見寺 総見寺 （総見寺） 総見寺
天和度…金府紀較抄（名古屋叢書正編４）
正徳度…朝鮮人於名古屋御饗応等之頭書（徳川林政史研究所所蔵、石河家文書）・金府紀較抄（名

古屋叢書正編４）
享保度…金府紀較抄（名古屋叢書正編４）
延享度…朝鮮人来朝之節御馳走懸役人姓名帳（徳川林政史研究所所蔵、収集史料）
宝暦度…朝鮮人御馳走懸り人別（徳川林政史研究所所蔵、石河家文書）、覚書　二（同左所蔵、

大道寺家文書）
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暦
初
年
に
再
興
さ
れ
た
。
そ
の
南
に
極
楽
寺
、
寛
永
度
に
正
使
ら
の

宿
所
で
あ
っ
た
大
光
院
（
約
四
八
〇
〇
坪
）
が
続
く
。

　

宗
氏
の
家
臣
た
ち
の
宿
所
は
明
確
で
は
な
い
が
、
天
和
度
に
は
宗

氏
家
臣
と
そ
の
家
来
あ
わ
せ
て
二
三
〇
七
人
が
、
性
高
院
な
ど
の
あ

る
門
前
町
、
そ
の
南
に
続
く
橘
町
と
、
北
へ
続
く
本
町
通
に
宿
泊
し

た（
（（
（

。
正
徳
度
に
は
、
家
老
の
平
田
隼
人
が
西
光
院
、
大
浦
忠
左
衛
門

が
浄
久
寺
（
善
篤
寺
の
南
）
に
宿
を
取
っ
て
い
る（

（（
（

。
延
享
度
に
は
宗

氏
家
中
惣
人
数
一
二
一
九
人
、
下
宿
寺
院
三
〇
ヵ
寺
、
町
屋
五
八
ヵ

所
と
あ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
場
所
は
不
明
で
あ
る（

（（
（

。
宗
氏
家
中
の

人
数
が
天
和
度
と
延
享
度
で
倍
近
い
差
が
あ
る
の
は
、
そ
の
家
来
の

数
を
含
む
か
ど
う
か
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
上
か
ら
判
明
し
て
い

る
限
り
で
は
、
宗
氏
家
臣
た
ち
は
門
前
町
周
辺
の
寺
院
と
通
り
に
沿

っ
て
並
ぶ
町
屋
、
そ
の
南
北
に
続
く
橘
町
・
本
町
通
の
町
屋
に
宿
所

を
取
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宿
所
以
外
に
、
通
信
使
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
在
方
か

ら
集
め
ら
れ
た
人
馬
や
資
材
の
集
合
・
集
積
場
所
も
一
部
が
判
明
す

る
。
各
大
名
に
割
り
当
て
ら
れ
た
鞍
皆
具
が
在
方
か
ら
の
寄
馬
に
装

備
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
馬
は
名
古
屋
へ
集
め
た
う
え
で
濃
州
郡
方
奉

行
へ
引
き
渡
し
て
乗
鞍
馬
と
し
た
。
こ
れ
は
、
性
高
院
の
北
に
位
置

す
る
若
宮
八
幡
の
北
小
路
に
、
鞍
皆
具
を
提
供
し
た
諸
大
名
の
家
来

が
付
き
添
っ
て
集
合
し
た
。
ま
た
、
荷
駄
馬
と
す
る
馬
や
人
足
は
、

使
節
到
着
の
前
日
か
ら
名
古
屋
城
下
町
南
西
に
接
す
る
日
置
村
、
同

じ
く
南
東
の
前
津
小
林
村
、
南
の
古
渡
村
に
、
数
日
分
の
食
料
・
飼

料
持
参
で
宿
を
取
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た（

（（
（

。
い
っ
た
ん
こ
こ
に
集
ま

っ
た
馬
は
、
真
福
寺
（
大
須
観
音
）・
清
寿
院
・
七
ツ
寺
・
願
証
寺
（
西

本
願
寺
掛
所
）
の
四
ヵ
寺
周
辺
に
設
け
ら
れ
た
仮
厩
に
入
る
。
そ
の

よ
う
す
は
、
正
徳
度
に
つ
い
て
「
大
須
門
前
両
が
わ
に
、
桧
林
之
木

に
而
、
馬
屋
を
仮
に
し
つ
ら
ひ
、
在
々
の
馬
を
立
置
。
其
外
大
須
の

う
ら
よ
り
七
つ
寺
・
願
証
寺
迄
之
う
ら
に
、
夥
敷
立
置
。
目
を
驚
す

斗
也
。
在
々
の
寄
馬
千
六
百
疋
と
云
々
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
人

足
の
溜
ま
り
場
は
願
証
寺
境
内
や
「
本
町
筋
桜
町
上
る
所
の
町
屋（

（（
（

」

で
、
願
証
寺
の
境
内
は
約
九
〇
〇
〇
坪
と
広
大
で
あ
っ
た
。
但
し
、

通
信
使
本
隊
に
先
行
す
る
馬
・
鷹
も
主
に
性
高
院
に
泊
ま
っ
た
が
、

そ
の
人
足
は
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
門
前
町
通
り
沿
い
の
町
屋

一
三
軒
に
分
宿
し
た
こ
と
が
延
享
度
に
つ
い
て
判
明
す
る（

（（
（

。
ま
た
、

町
村
か
ら
提
供
さ
れ
た
夜
着
・
布
団
・
蚊
帳
な
ど
は
大
久
保
見
町
の

伝
光
院
に
集
め
ら
れ
た（

（（
（

。
こ
の
ほ
か
、
宝
暦
度
に
つ
い
て
は
、
防
火

の
た
め
喫
煙
所
が
白
林
寺
・
政
秀
寺
に
設
置
さ
れ
た（

（（
（

。

　

以
上
に
あ
げ
た
寺
院
は
、
伝
光
院
が
や
や
北
に
離
れ
て
い
る
以
外

は
、
す
べ
て
南
寺
町
区
域
に
か
た
ま
っ
て
い
る
。

　

鞍
置
馬
・
鞍
皆
具
を
提
供
し
た
諸
大
名
家
か
ら
も
多
数
の
家
臣
が

名
古
屋
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
享
保
度
に
つ
い
て
は
そ
の
宿
所
が
判
明

す
る（

（（
（

。
往
路
・
復
路
を
合
わ
せ
て
鞍
置
馬
を
提
供
し
た
大
名
一
九
家
、

往
路
で
鞍
皆
具
を
提
供
し
た
大
名
三
三
家
を
数
え
る
が
、
そ
の
宿
所
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の
ほ
と
ん
ど
は
伝
馬
町
筋
以
南
、
南
寺
町
以
北
で
、
本
町
通
を
中
心

と
し
て
東
に
三
道
、
西
に
四
道
ま
で
の
区
域
内
に
あ
っ
た
。
鞍
置
馬

提
供
大
名
は
馬
小
屋
と
本
使
・
副
使
の
宿
が
、
本
町
通
近
く
に
集
中

し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
復
路
に
乗
鞍
馬
二
二
疋
を
担
当

し
た
紀
州
藩
は
、
馬
小
屋
が
住
吉
町
の
守
綱
寺
、
本
使
・
副
使
が
中

須
賀
町
の
町
屋
で
、
さ
ら
に
家
臣
た
ち
の
た
め
に
別
に
下
宿
が
あ
っ

た
。鞍
皆
具
提
供
大
名
の
家
臣
宿
所
は
や
や
離
れ
た
町
に
も
散
在
し
、

伝
馬
町
筋
以
北
に
も
三
家
が
宿
所
を
取
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
宿
所

は
、
江
戸
で
尾
張
藩
家
臣
が
各
大
名
家
か
ら
依
頼
を
受
け
、
名
古
屋

で
割
り
付
け
た
ら
し
い
。
享
保
度
に
馬
小
屋
・
宿
所
と
な
っ
た
寺
社

の
大
多
数
は
正
徳
度
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、
通
信
使
の
た
め
の
宿
所
と
人
馬
の
溜
ま
り
場
な
ど
は
名
古

屋
城
下
町
の
南
端
付
近
に
集
中
し
、
鞍
置
馬
な
ど
提
供
の
諸
大
名
の

宿
所
を
含
め
る
と
、
名
古
屋
城
下
町
の
南
半
分
を
、
本
町
通
を
軸
と

し
て
フ
ル
活
用
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
周
辺
の
混
雑
は
想
像
す
る
に

余
り
あ
り
、
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め
、
延
享
度
に
は
大
垣
へ
の
戻

り
人
馬
は
本
町
通
を
通
さ
ず
、
南
へ
回
っ
て
日
置
橋
か
ら
堀
川
端
を

行
く
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

応
接
体
制

　

尾
張
藩
主
は
、
在
府
の
場
合
は
江
戸
城
で
の
通
信
使
の
饗
応
に
相

伴
と
し
て
列
す
る
（
正
徳
度
を
除
く
）
が
、
在
国
し
て
い
て
も
表
立

っ
て
使
節
に
対
面
す
る
こ
と
は
な
い
。
在
国
の
場
合
は
、
通
信
使
の

行
列
を
お
忍
び
で
見
物
し
て
い
る（

（（
（

。

　

接
待
の
総
責
任
者
は
尾
張
藩
付
家
老
の
成
瀬
家
・
竹
腰
家
を
初
め

と
す
る
年
寄
ク
ラ
ス
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、天
和
度
に
つ
い
て
は
、

国
用
人
（
城
代
の
用
務
を
行
う
）
一
名
・
用
人
（
礼
式
、
音
信
、
贈

答
な
ど
を
管
轄
）
一
名
が
「
総
裁
」
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い

る（
（（
（

。
し
か
し
、
実
際
に
は
お
そ
ら
く
そ
の
も
と
に
何
名
か
の
重
臣
を

中
心
と
し
た
チ
ー
ム
が
組
ま
れ
て
御
用
係
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
宝

暦
度
に
つ
い
て
は
、
使
節
の
来
日
が
決
定
し
た
宝
暦
一
二
年
（
一
七

六
二
）
一
〇
月
の
時
点
で
国
奉
行
・
熱
田
奉
行
・
町
奉
行
・
普
請
奉

行
・
書
物
奉
行
・
目
付
が
同
席
し
て
朝
鮮
人
御
用
係
が
命
じ
ら
れ
、

接
待
終
了
後
の
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
八
月
四
日
に
御
用
係
約
六

〇
名
に
褒
美
が
下
賜
さ
れ
て
い
る（

（（
（

が
、
同
様
の
体
制
が
こ
れ
以
前
に

お
い
て
も
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
暦
度
の
褒
美
を
受
け

た
顔
ぶ
れ
は
、
国
用
人
・
国
奉
行
・
熱
田
奉
行
・
目
付
・
足
軽
頭
・

木
曽
材
木
奉
行
・
作
事
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
大
代
官
・
出
納
奉
行
・

普
請
奉
行
・
伏
見
屋
敷
奉
行
・
鷹
目
付
・
郡
奉
行
な
ど
多
彩
で
あ
り
、

当
日
の
接
待
だ
け
で
な
く
、
町
並
・
宿
泊
所
な
ど
の
整
備
や
人
馬
・

食
材
な
ど
事
前
準
備
に
携
わ
っ
た
役
職
者
の
広
範
囲
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
。

　

使
節
が
名
古
屋
に
滞
在
す
る
当
日
の
応
接
体
制
は
【
表
２
】
の
と
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お
り
で
あ
る
。体
制
全
体
が
判
明
す
る
の
は
正
徳
度
以
降
で
あ
る
が
、

人
の
配
置
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
に
就
く
役
職
は
大
き
く
変
化
は
な
い
。

三
ヶ
村
代
官
（
美
濃
国
恵
那
郡
の
三
ヵ
村
を
所
管
）・
杁
奉
行
（
杁
、

橋
等
の
普
請
に
関
す
る
庶
務
を
管
掌
）・
山
方
奉
行（
荒
蕪
地
を
管
轄
）

な
ど
ま
で
が
名
古
屋
で
の
接
待
に
動
員
さ
れ
て
い
る
。
尾
張
藩
は
名

古
屋
だ
け
で
は
な
く
起
宿
・
鳴
海
宿
の
接
待
も
担
当
し
、
両
宿
に
つ

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
藩
士
が
役
割
を
受
け
持
っ
た
。
船
橋
や
茶
屋
、
道

中
で
の
応
接
な
ど
を
含
め
て
考
え
る
と
、
尾
張
藩
士
を
ね
こ
そ
ぎ
動

員
し
た
接
待
体
制
が
組
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

な
お
尾
張
藩
の
接
待
経
費
は
、
宝
暦
度
に
つ
い
て
は
総
入
用
金
高

七
八
〇
〇
両
で
あ
っ
た
と
い
う（

（（
（

。

　

往
路
、
起
宿
で
昼
休
み
を
と
っ
た
使
節
は
美
濃
路
を
経
由
し
て
名

古
屋
城
下
に
入
る
。
枇
杷
島
橋
を
渡
り
、
城
下
西
の
入
口
で
あ
る
樽

屋
町
大
木
戸
を
通
っ
た
一
行
は
、
江
川
町
・
小
船
町
を
経
て
、
堀
江

町
か
ら
堀
川
沿
い
を
下
り
堀
川
に
掛
か
る
五
条
橋
を
渡
っ
て
碁
盤
割

の
町
人
地
区
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
。
通
信
使
の
到
着
日
に
は
、
五
条

橋
か
ら
そ
の
下
流
に
掛
か
る
中
橋
ま
で
の
間
は
船
を
繋
が
ず
、
他
国

か
ら
の
船
も
中
橋
で
留
め
置
か
れ
た
。
枇
杷
島
口
、
押
切
村
（
こ
の

村
境
に
樽
屋
町
大
木
戸
が
あ
る
）
の
榎
権
現
前
、
五
条
橋
、
碁
盤
割

の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
南
北
の
本
町
通
と
東
西
の
伝
馬
町
筋
が
交
差
す

る
「
札
之
辻
」、
性
高
院
北
の
若
宮
八
幡
前
と
、
使
節
が
通
る
各
ポ

イ
ン
ト
か
ら
は
町
方
か
ら
次
々
と
知
ら
せ
が
も
た
ら
さ
れ
た（

（（
（

。
通
信

使
は
五
条
橋
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
京
町
筋
を
東
へ
向
か
い
、
本
町
通
と

の
交
差
点
で
南
へ
向
き
を
変
え
、
高
札
場
の
あ
っ
た
札
の
辻
を
通
っ

て
、
性
高
院
の
あ
る
南
寺
町
へ
と
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
美

濃
路
に
は
、
五
条
橋
で
は
な
く
そ
の
下
流
に
あ
る
伝
馬
橋
を
経
て
伝

馬
町
筋
を
通
り
、
札
の
辻
で
曲
が
っ
て
本
町
通
に
入
る
ル
ー
ト
も
あ

っ
た
）。
明
暦
度
の
記
録
に
あ
る
「
西
は
榎
町
よ
り
南
は
大
久
保
見

迄
白
壁
に
な
る
」
の
榎
町
は
押
切
村
の
う
ち
、
大
久
保
見
は
若
宮
八

幡
の
少
し
北
で
あ
り
、
通
信
使
通
行
ル
ー
ト
の
う
ち
名
古
屋
城
下
町

の
町
屋
が
続
く
区
域
を
す
べ
て
白
壁
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
南
寺
町

か
ら
さ
ら
に
南
へ
行
く
と
、
城
下
町
南
の
橘
町
大
木
戸
を
経
て
熱
田

宿
に
着
く
。
枇
杷
島
橋
ぎ
わ
か
ら
古
渡
村
の
佐
屋
街
道
（
東
海
道
か

ら
分
か
れ
て
佐
屋
宿
へ
至
る
脇
往
還
）
分
岐
点
ま
で
は
、
通
行
人
が

町
並
店
ぎ
わ
へ
入
ら
な
い
よ
う
に
道
筋
両
側
の
雨
落
下
に
高
さ
三
尺

ほ
ど
の
竹
垣
を
結
び
渡
し
た（

（（
（

。

　

馬
・
鷹
、
通
信
使
本
隊
が
起
宿
に
着
い
た
と
き
は
そ
れ
ぞ
れ
起
宿

か
ら
清
須
宿
へ
通
知
し
、
清
須
宿
か
ら
さ
ら
に
性
高
院
へ
注
進
し
て

い
る
。
清
須
宿
に
着
い
た
と
き
も
、
通
知
が
性
高
院
へ
も
た
ら
さ
れ

た
。
こ
れ
は
「
清
須
御
着
之
御
左
右
」
と
性
高
院
本
堂
前
・
台
所
前

で
声
高
に
叫
び
、
詰
め
て
い
る
郡
方
手
代
に
届
け
出
る
と
い
う
も
の

で（
（（
（

、
通
信
使
を
迎
え
る
現
場
の
音
の
風
景
が
感
じ
取
れ
る
。
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表
２部
　
署

役
割
な
ど

正
　
徳
　
度

享
　
保
　
度

延
　
享
　
度

宝
　
暦
　
度

性
高
院

御
馳
走
人

大
寄
合

大
寄
合

大
寄
合

大
寄
合

国
奉
行

国
奉
行

勘
定
奉
行

諸
事
裁
許

勘
定
奉
行

諸
事
裁
許

書
院
番
頭

通
い
裁
許

足
軽
頭

書
院
番
頭

通
い
裁
許

書
院
番
頭

通
い
裁
許

新
番
頭

通
い
裁
許（
中
官
）
新
番
頭
か

通
い
裁
許

書
院
番
小
頭

歩
行
頭

火
の
番

歩
行
頭

火
の
番

歩
行
頭

通
い
裁
許
・
火
の
番
歩
行
頭

通
い
裁
許
・
火
の
番

詰
・
見
廻

台
所
頭
・
賄
頭

台
所
頭
・
賄
頭

賄
頭

番
所

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

中
官
宿

御
馳
走
人

寄
合

寄
合

寄
合

寄
合

国
奉
行

性
高
院
と
兼

国
奉
行

性
高
院
と
兼
勘
定
奉
行

諸
事
裁
許

勘
定
奉
行

諸
事
裁
許

大
代
官

大
代
官

五
十
人
頭

通
い
裁
許

五
十
人
頭

通
い
裁
許

五
十
人
頭

五
十
人
頭

通
い
裁
許

賄
頭

賄
頭

番
所

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

下
官
宿

御
馳
走
人

御
供
番

御
供
番

御
供
番

御
供
番

賄
頭

賄
頭

勘
定
奉
行

諸
事
裁
許

番
所

足
軽
頭

（
不
明
）

足
軽
頭

足
軽
頭

通
詞
宿

長
老
宿
※

御
馳
走
人

町
奉
行

町
奉
行

町
奉
行

町
奉
行

番
所

町
奉
行
預
足
軽

町
奉
行
預
足
軽

町
奉
行
預
足
軽

町
奉
行
預
足
軽

荷
物
宿

荷
物
番

（
荷
物
裁
許
）

三
ヶ
村
代
官

三
ヶ
村
代
官

杁
奉
行

杁
奉
行

水
奉
行

山
方
奉
行

辻
番
所
 北

阿
弥
陀
寺
前

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

辻
番
所
 南

願
証
寺
前

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

火
の
番

城
下
大
火
消

御
側
同
心
頭

寄
合

大
寄
合
・
寄
合

城
下

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

御
馳
走
所
近
辺
足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭

枇
杷
島
口
固

足
軽
頭
・
目
付

足
軽
頭
・
目
付
・
五
十
人
目
付

足
軽
頭
・
目
付

使
節
送
り

目
付

足
軽
頭

足
軽
頭
・
目
付
・
五
十
人
目
付
・
馬
医

足
軽
頭
・
目
付
・
馬
医

荷
物
送
り

足
軽
頭

足
軽
頭

足
軽
頭
・
五
十
人
目
付

足
軽
頭

鷹
送
り

馬
廻
小
頭

馬
廻
小
頭

五
十
人
目
付

馬
廻
小
頭
・
鷹
匠
頭

馬
送
り

馬
廻
小
頭
・
五
十
人
目
付

馬
廻
小
頭

五
十
人
目
付

馬
廻
小
頭
・
別
当

※
正
徳
度
は
長
老
宿
の
み

出
典
は
表
１
に
同
じ
。
た
だ
し
正
徳
度
は
『
鸚
鵡
籠
中
記
』（
名
古
屋
叢
書
続
編
12）
の
記
事
も
参
考
に
し
た
。
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尾
張
藩
の
町
触

　

通
信
使
の
通
行
に
向
け
て
尾
張
藩
が
名
古
屋
城
下
に
発
し
た
触

で
、現
在
わ
か
る
最
も
早
い
も
の
は
寛
永
二
〇
年
で
あ
る（

（（
（

。
内
容
は
、

喧
嘩
口
論
・
押
買
狼
藉
・
宿
札
を
「
は
く
」（
抜
き
去
る
こ
と
か
）

こ
と
の
禁
止
、
奉
行
の
指
示
に
従
う
こ
と
、
朝
鮮
人
に
異
儀
を
申
さ

な
い
こ
と
、
供
の
と
き
高
声
・
高
笑
・
茶
筅
髪
の
禁
止
、
宿
銭
を
御

法
度
ど
お
り
出
す
こ
と
、
他
所
者
の
喧
嘩
に
取
り
合
わ
な
い
こ
と
、

宿
所
が
火
事
の
と
き
は
目
付
の
湯
本
三
左
衛
門
・
戸
田
忠
兵
衛
（
い

ず
れ
も
尾
張
藩
士
）
の
下
知
に
従
う
こ
と
を
定
め
、
最
後
に
宿
所
へ

下
々
の
者
が
出
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
通
信
使
来
日

に
さ
い
し
て
の
触
書
は
『
通
航
一
覧
』『
御
触
書
寛
保
集
成
』『
徳
川

禁
令
考
』
な
ど
で
も
確
認
で
き
な
い
が
、
内
容
か
ら
こ
れ
は
家
中
向

け
と
思
わ
れ
る
。

　

明
暦
度
に
も
、
朝
鮮
人
と
争
う
こ
と
・
売
買
の
禁
止
、
番
所
を
堅

く
守
る
こ
と
、
宿
泊
所
へ
み
だ
り
に
出
入
り
し
な
い
こ
と
、
火
の
用

心
、
御
馳
走
役
人
の
指
示
に
従
う
こ
と
、
役
人
の
召
仕
も
無
作
法
が

な
い
よ
う
に
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
た（

（（
（

。
天
和
度
に
は
、
火
の
用
心
、
宿

所
・
道
筋
へ
下
々
の
者
が
出
な
い
こ
と
、
用
事
が
あ
る
場
合
で
も
無

作
法
な
き
よ
う
に
せ
よ
と
目
付
か
ら
藩
士
に
伝
え
て
い
る
の
が
確
認

で
き
る（

（（
（

。

　

こ
れ
以
後
、
正
徳
度
に
つ
い
て
は
「
享
保
御
触
留
」（
家
中
向
け
）

が
、
享
保
度
以
降
は
茶
屋
町
の
、
宝
暦
度
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
加
え

て
蛯
屋
町
の
触
留
帳
が
残
さ
れ
て
お
り
、
通
信
使
通
行
に
備
え
て
尾

張
藩
が
出
し
た
町
触
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
そ
れ
ら

は
、
町
並
整
備
、
密
売
買
・
喧
嘩
口
論
の
禁
止
、
見
物
の
と
き
の
作

法
、
防
犯
・
防
火
体
制
な
ど
、
幕
府
の
町
触
に
準
ず
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
が
、
中
に
は
や
や
傾
向
の
異
な
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。

　

享
保
度
に
は
、
多
人
数
が
入
り
込
む
の
で
虚
説
に
留
意
せ
よ
と
命

じ
る
と
と
も
に
、
雑
説
を
広
め
た
り
、
出
来
口
の
咄
に
し
て
流
行
歌

な
ど
に
作
る
の
を
禁
じ
て
い
る
。
虚
説
へ
の
注
意
は
延
享
度
に
も
踏

襲
さ
れ
た
。

　

延
享
度
・
宝
暦
度
は
、
雇
い
人
足
が
通
信
使
来
日
の
た
め
賃
銀
を

引
上
げ
て
い
る
こ
と
を
戒
め
、
日
用
代
を
高
く
取
る
者
は
吟
味
の
う

え
咎
を
申
し
付
け
る
と
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
宿
泊
前
後
の
防
犯
体

制
を
固
め
、
捕
手
を
二
〇
〇
人
増
員
し
て
城
下
端
々
ま
で
昼
夜
と
も

回
っ
て
あ
ば
れ
者
な
ど
も
召
し
捕
る
こ
と
を
伝
え
、
各
町
屋
で
も
警

戒
を
厳
重
に
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
三
都
に
次
ぐ
と
い

わ
れ
た
地
方
都
市
で
あ
る
名
古
屋
城
下
町
独
自
の
も
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

延
享
度
に
は
、
帰
路
の
使
節
が
通
っ
た
の
ち
に
「
先
年
の
通
信
使

の
と
き
の
各
町
の
勤
め
方
を
尋
ね
た
が
、
記
録
が
焼
失
・
紛
失
し
た

町
が
あ
っ
た
。
今
後
の
た
め
に
今
回
の
勤
め
方
を
詳
細
に
留
め
書
き
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し
、
町
代
両
人
方
に
一
冊
ず
つ
、
町
代
が
一
人
の
町
は
町
代
・
組
頭

に
一
冊
ず
つ
保
管
せ
よ
。
町
代
の
交
替
時
は
留
書
を
跡
役
へ
必
ず
引

き
継
げ
」
と
、記
録
保
存
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
名
古
屋
城
下
に
お
け
る
通
信
使
の
宿
泊
場
所
、
藩
を
あ
げ

た
応
接
体
制
、
通
行
ル
ー
ト
、
町
触
の
特
徴
な
ど
、
尾
張
藩
の
通
信

使
饗
応
の
具
体
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
も
の
と
思
う
。
し
か

し
町
方
を
含
む
当
日
の
体
制
は
未
解
明
の
こ
と
が
多
く
、
普
請
・
人

馬
や
食
材
調
達
な
ど
事
前
準
備
に
つ
い
て
も
断
片
的
に
し
か
わ
か
っ

て
い
な
い
。
藩
そ
の
も
の
に
ま
と
ま
っ
た
記
録
が
な
い
以
上
、
家
臣

の
家
や
町
方
・
村
方
の
史
料
、
あ
る
い
は
宗
氏
な
ど
関
係
大
名
家
の

記
録
な
ど
の
な
か
か
ら
断
片
を
探
り
出
し
て
い
か
ざ
る
を
え
ず
、
今

後
も
地
道
に
史
料
を
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
こ
に
使
用
し
た
史
料
の
多
く
は
、『
愛
知
県
史
』
編
さ

ん
の
過
程
で
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
の
利
用
・
閲
覧
を
お

許
し
い
た
だ
い
た
伊
藤
次
郎
左
衞
門
家
の
皆
様
お
よ
び
編
さ
ん
室
の

ご
厚
意
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

�

（
か
け
ひ 

ま
り
こ 

公
益
財
団
法
人
犬
山
城
白
帝
文
庫
研
究
員
）

註
（
１
）	『
青
丘
学
術
論
集
』
⑱
、
二
〇
〇
一
年
。
こ
の
う
ち
貫
井
氏
担
当

部
分
は
改
稿
し
て
「
尾
張
・
三
河
地
方
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
来

聘
史
料
の
考
察
」
と
し
て
『
豊
臣
・
徳
川
時
代
と
朝
鮮　

―
戦
争

そ
し
て
通
信
の
時
代
へ
―
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

　

（
２
）	『
季
刊
三
千
里
』
㊲
、
一
九
八
四
年
。
の
ち
加
筆
し
て
『
豊
臣
政

権
の
海
外
侵
略
と
朝
鮮
義
兵
研
究
』（
青
木
書
店
、
一
九
九
六
年
）

に
収
録
。

　

（
３
）	『
朝
鮮
通
信
使
往
来
』
所
収
、
労
働
経
済
社
、
一
九
九
三
年
。

　

（
４
）	

愛
知
淑
徳
大
学
文
化
創
造
学
部
卒
業
論
文
、
二
〇
〇
七
年
度
。
本

論
文
は
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

（
５
）	

慶
七
松
『
海
槎
録
』（
若
松
實
訳
注
、
日
朝
協
会
愛
知
県
連
合
会
、

一
九
八
八
年
）。

　

（
６
）	

姜
弘
重
『
東
槎
録
』（
若
松
實
訳
、
日
朝
協
会
愛
知
県
連
合
会
、

一
九
八
八
年
）。

　

（
７
）	

任
絖
『
丙
子
日
本
日
記
』（
若
松
實
訳
、日
朝
協
会
愛
知
県
連
合
会
、

一
九
八
八
年
）。
但
し
客
館
は
金
東
溟
『
海
槎
録
』（『
海
行
摠
載
』

所
収
）
で
は
大
光
院
と
す
る
。

　

（
８
）	『
金
府
記
較
補
遺
』（
名
古
屋
市
史
資
料
、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図

書
館
所
蔵
）。

　

（
９
）	

著
者
不
詳
『
癸
未
東
槎
日
記
』（
若
松
實
訳
、
日
朝
協
会
愛
知
県

連
合
会
、
一
九
八
八
年
）。「
天
和
二
戌　

朝
鮮
人
来
聘
御
馳
走
留
」

（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
、
旧
蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
）
に
、
寛

永
二
〇
年
度
に
は
大
光
院
で
接
待
を
し
、
志
水
甲
斐
・
酒
井
久
左

衛
門
が
御
馳
走
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
る
。
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（
10
）	

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
朝
鮮
人
来
聘
覚
書
」
に
含
ま
れ
る
久
野

七
郎
右
衛
門
ほ
か
連
署
状
。「
朝
鮮
人
来
聘
覚
書
」
は
元
和
度
か

ら
寛
永
二
〇
年
度
の
通
信
使
に
関
し
て
竹
腰
氏
の
手
元
に
あ
っ
た

文
書
を
ま
と
め
て
巻
子
装
に
し
た
も
の
三
巻
全
五
〇
通
か
ら
な
る

が
、
名
古
屋
で
の
応
接
を
示
す
も
の
は
少
な
い
。

　

（
11
）	「
朝
鮮
信
使
接
待
留
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
、石
河
家
文
書
）。

本
史
料
は
明
暦
度
の
馬
・
鞍
皆
具
割
り
付
け
に
続
け
て
、
明
和
度

の
日
本
国
内
休
泊
留
・
江
戸
と
大
坂
の
饗
応
体
制
・
尾
張
藩
の
応

接
体
制
、
天
和
度
の
使
節
名
簿
な
ど
が
附
属
し
て
お
り
、
石
河
家

の
手
元
に
あ
っ
た
通
信
使
関
連
文
書
を
年
代
に
こ
だ
わ
り
な
く
綴

じ
合
わ
せ
た
も
の
ら
し
い
。
石
河
家
は
一
万
石
の
知
行
地
を
も
つ

尾
張
藩
重
臣
で
あ
っ
た
。

　

（
12
）	

趙
珩
『
扶
桑
日
記
』（
辛
基
秀
・
仲
尾
宏
編
『
大
系
朝
鮮
通
信
使　

三
』
所
収
、
明
石
書
店
、
一
九
九
五
年
）。

　

（
13
）	『
正
事
記
』（
名
古
屋
叢
書
正
編
二
三
）。

　

（
14
）	『
金
府
紀
較
抄
』（
名
古
屋
叢
書
正
編
四
）。

　

（
15
）	『
鸚
鵡
籠
中
記
』（
名
古
屋
叢
書
続
編
一
二
）。

　

（
16
）	『
通
航
一
覧
』
巻
六
二
。
な
お
、
こ
の
と
き
鞍
皆
具
・
中
馬
を
担

当
し
た
諸
大
名
の
家
中
三
八
六
九
人
が
、
三
一
ヵ
寺
・
町
宿
三
〇

〇
軒
に
宿
し
た
。

　

（
17
）	「
辰
年
朝
鮮
人
并
琉
球
人
留
帳
」（
櫛
田
家
文
書
）・「
村
々
庄
屋
并

裁
許
人
え
申
渡
」（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
、
知
多
郡
河
和
村
資

料
）。
櫛
田
家
は
美
濃
路
清
洲
宿
の
脇
本
陣
・
問
屋
を
勤
め
た
家

で
あ
る
。

　

（
18
）	（
15
）
に
同
じ
。

　

（
19
）	

前
掲
「
村
々
庄
屋
并
裁
許
人
え
申
渡
」・『
通
航
一
覧
』
巻
六
二
。

　

（
20
）	

前
掲
「
辰
年
朝
鮮
人
并
琉
球
人
留
帳
」。

　

（
21
）	

前
掲
『
金
府
紀
較
抄
』、
享
保
四
年
「
御
触
帳
」（
伊
藤
次
郎
左
衞

門
家
資
料
）。

　

（
22
）	『
甲
申
韓
使
来
聘
記
事
』（
前
掲
「
江
戸
時
代
、
朝
鮮
通
信
使
の
基

礎
的
研
究
」
お
よ
び
『
豊
臣
・
徳
川
時
代
と
朝
鮮
』
所
収
）。

　

（
23
）	「
享
保
四
亥
年　

朝
鮮
人
廻
文
并
乗
馬
小
屋
場
留
」（
徳
川
林
政
史

研
究
所
所
蔵
、
旧
蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
）。

　

（
24
）	

延
享
四
年
「
御
触
状
」（
伊
藤
次
郎
左
衞
門
家
資
料
）。

　

（
25
）	

天
和
度
に
は
橘
町
に
あ
っ
た
御
用
商
人
の
茶
屋
隆
是
邸
か
ら
（『
尾

藩
世
記
』、名
古
屋
叢
書
三
編
二
）、正
徳
度
に
は
石
磨
屋
の
店
（『
編

年
大
略
』、
名
古
屋
叢
書
正
編
四
。
但
し
、
同
書
に
は
八
月
一
五

日
と
記
載
さ
れ
る
。
同
座
す
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
正
徳
度
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
、
日
付
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
か
ら
見
物
を
し
て
い
る
。

石
磨
屋
は
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
に
は
石
臼
屋
と
記
さ
れ
る
。

　

（
26
）	

前
掲
『
尾
藩
世
記
』・『
瑞
廟
御
事
録
』（
名
古
屋
市
史
資
料
、
名

古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
）。

　

（
27
）	（
22
）
に
同
じ
。

　

（
28
）	「
首
藤
柳
左
衛
門
日
記
」（『
新
修
名
古
屋
市
史　

資
料
編
近
世
３
』

所
収
）。

　

（
29
）	「
覚
書　

二
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
、
大
道
寺
家
文
書
）。

　

（
30
）	
延
享
五
年
「
御
触
状
」（
伊
藤
次
郎
左
衞
門
家
資
料
）。

　

（
31
）	

前
掲
「
辰
年
朝
鮮
人
并
琉
球
人
留
帳
」。
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（
32
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
来
聘
覚
書
」
の
う
ち
。
六
月
一
四
日
付
け
で
年
紀

は
な
い
が
、
こ
の
日
付
は
寛
永
二
〇
年
度
の
通
信
使
が
名
古
屋
に

到
着
す
る
直
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
同
史
料
に
は
子
一
一
月
二
〇
日
付
け
の
町
触
も
含
ま
れ

て
い
る
が
、
寛
永
元
年
か
同
一
三
年
か
判
断
が
で
き
な
い
。
内
容

は
、
他
所
者
の
喧
嘩
に
取
り
合
わ
な
い
こ
と
以
下
が
な
く
、
宿
の

善
悪
を
乱
さ
な
い
こ
と
が
加
わ
っ
て
い
る
以
外
は
、
寛
永
二
〇
年

の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

（
33
）	『
尾
藩
令
条
』（
名
古
屋
叢
書
正
編
二
）。

　

（
34
）	

屏
風
裏
貼
文
書
（
個
人
所
蔵
）。

　

（
35
）	「
享
保
御
触
留
」
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
（
収
集
史
料
）、
茶

屋
町
は
伊
藤
次
郎
左
衞
門
家
資
料
、
蛯
屋
町
は
名
古
屋
市
史
資
料

（
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
）。


